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メータオ・クリニック支援の会（JAM）支援者の皆様 

 

いつもご支援していただき、誠にありがとうございます。  

JAM 会報メール第 47 号をお送りします。 

 

JAM は 2008 年 3月に発足された NGO です。ビルマ／ミャンマーからタイへ貧困や戦火を

逃れてきた人々の病院、メータオ・クリニックの活動を支援する目的で設立されました。 

 

 

支援者の皆様へ JAM の最新の活動を毎月中～下旬ごろ、会報メールにて発信いたします。 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
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シンシア医師、ターウィン氏講演に寄せてシンシア医師、ターウィン氏講演に寄せてシンシア医師、ターウィン氏講演に寄せてシンシア医師、ターウィン氏講演に寄せて    

【東京＝田辺 文】 

 

 

今回のシンシア医師日本訪問は、ビルマとクリニックの大きな変動期と重なった。 

ビルマの民主化の本当のところとは？ クリニックへの影響とシンシア医師の現政権に対

する意見とは？  

 

シンシア医師が多くのメディアに質問を受けるのを聞きながら、聞き手が何を求めている

のかが見えてきた。 

この講演会を準備して来た私たち JAMのスタッフも、気がつけば「民主化」「変化」など

印象の強い言葉を多用し、クリニックの危機がどうすれば伝わるか、必死でシンシア先生と

講演内容について話し合った。 

 

そして講演旅行がはじまる。 

シンシア医師は、まったく相変わらずのシンシア医師であった。 

 

ビルマの変動も批判せず、寄付が集まらなくなった現実も嘆くことなく、ただ妊婦が国境

を超える現状に問題を提起し、クリニックで日々産まれる子どもたちのことを伝え、その子

どもたちを無国籍児とさせないことの大切さを訴えた。彼女の政治見解、それは患者さんが

適切な医療を受けられ、子どもたちが安心して学校に通える社会を実現すること。それ以上

でも、それ以下でもない。そのために、みながひとつのコミュニティとして団結すること・・・。 

 

講演会参加者の中には、物足りなく感じた人もいたと思う。どんな大変なことがあるのか、

具体的な事例を聞きたい。そんな指摘もあった。気がつけば、これまで何度も彼女と話す機

会はあったが、あまり苦労話というのを聞いた事がない。それどころか、事情を知る海外の

訪問者が同情的に共感的に彼女の苦労を慰労するのに対して、逆にスタッフと笑い合う場面

もあったくらいだ。 

 

考えてみると、医者になってからの 30年近く、資金の心配なく自分の思う医療を提供でき

たことなんてなかったに違いない。国内で医師というステイタスで働いていた時も、医療費

が払えず診療を諦めざるを得ない患者を常に目にしていた。不法移民としてタイに移り、身

の危険と戦いながらクリニックを大きくしていった。大変なプレッシャーだったと思う。 

しかし、彼女は「タイに来て初めて（医者としての）専門的な知識と技能が発揮できた」

と言った。 

確かに最近のビルマの変化は誰にも予測していなかったことの連続である。しかし、シン

シア医師がこれまでの生きてきた期間、来年が予想できた年、突発事件のない年なんて、た

だの一度もなかったに違いない。だからむしろ、変わらず同じ事を訴え続ける。それがシン

シア医師とクリニックが生き抜いた方法だったのかもしれない。 

 

もう 1 人のゲストであるターウィン氏は、カレン州の州都パアンの郊外で産まれ、少年の

頃は軍で給仕をしていた。その頃に入れた手の入れ墨と大きな体躯に合わない、心優しい人

柄を持つ。軍隊を辞め、メータオ・クリニックに入職し、ヘルスアシスタントトレーニング

でクラスメイトだったシャン人の女性と知り合い結婚。クリニックのすぐ裏で娘 2 人と後か

ら呼び寄せた両親と共に暮らしている。妹は難民として渡米している。 

彼は、2 種類のカレン語、ビルマ語、タイ語、英語を解し、民族に偏らない中立的な仕事

が評価され、クリニックの教育部門のキーパーソンとなっていった。そして、JAMの学校保

健事業の大切なカウンターパートとして、現地派遣員の良き友人として、長く活動に関わっ
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てくださっている。 

今回、彼は初めての海外渡航の準備のために、生まれて初めてヤンゴンを訪れた。案内の

人づてを求めて久しぶりに帰ったカレン州の故郷には、知り合いは、もういなかった。 

「ヤンゴンは変わったらしいね、とよく言われるけれど、なんとも答えられない。だって今

まで行った事もなかったんだから・・・。」 

  

 シンシア医師とターウィン氏は、感情的になることも誇張することもなく、理想の教育に

ついて、母と子の健康の大切さについて語った。一人の産婦人科医として、一人の教育者と

して。 彼らの直向さが一人でも多くの人の心に届いたことを願ってやまない。 

 

最後になりましたが、今回の招聘にあたり、たくさんの団体、また個人の協力者の方々に

ご尽力いただきました。私どもの不慣れなコーディネートのせいで多大なご迷惑をおかけし

ました。  

シンシア先生がいつも教えること、意見や民族が違っても志が同じ人たちが協力し、ひと

つのコミュニティをつくることの大切さ。ほんの少しでも実践できたらと考え、「メータオ・

クリニックを応援する人みんなでシンシア先生を歓迎したい」とご協力をお願いしました。

しかし、礼を欠いてしまったこと、ご心配をおかけすることも多々ありました。心からお詫

びを申し上げます。 

今回の企画を通して知り合えた方、メータオ・クリニックと国境で暮らす人々のことを知

ってくださった方とのご縁が、今後も続いていったらこんなに嬉しいことはありません。本

当にありがとうございました。 

 

  

（写真左：ターウィン氏）    （写真右：シンシア医師に歓迎の花束を渡す姉妹） 

（写真左：東京講演の様子） 
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メソトマンスリー    
 

きょうのゆめきょうのゆめきょうのゆめきょうのゆめ                    

                                  
【メソト＝前川 由佳、田畑 彩生】 

 

ブレワポーちゃん、３歳。 

 

今日は、お兄ちゃんとお母さん、おばあちゃんとワ

クチン接種の為にきました。 

「夢は？」と聞くと満面の笑顔。キャッキャとはしゃ

いで笑います。 

素敵なのでお兄ちゃんとハイポーズ。 

お母さんは、子どもたちに元気に大きく育って欲し

いと言います。 

予防は万全。たくさん食べて、いっぱい笑って、大

きくなってね。 

  

 

 

シンシア医師の誕生日に願うことシンシア医師の誕生日に願うことシンシア医師の誕生日に願うことシンシア医師の誕生日に願うこと                

        【メソト＝前川 由佳、田畑 彩生】                

 

１２月６日はシンシア先生のお誕生日です。 

 

メータオ・クリニックの部門長さんたちは、早朝からシンシア先生のお家の前でお誕生日

の歌を披露。移民学校 CDC 校の広場に集まって、みんなで朝からお祝いします。夜は、クリ

ニックで音楽披露のお祝いと本当に一日中お祝いをします。 

カレンの衣装を身につけた学生さんが踊りと歌でお祝いします。 

 

   

 

また、今年は、シンシア先生のお誕生日にアピシット元首相がメータオ・クリニックを正

式訪問。出生登録に関して、教育に関して質問を交わし、先生の説明に耳を傾けていらっし

ゃいました。タイ・コミュニティーに受け入れられる事は、メータオ・クリニックにとって、

とても大切な事です。 
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夜には、クリニック研修生の皆さんから、シンシア先生へ歌のプレゼントです。 

舞台の前には、たくさんの観客が集まりました。クリニックの一番大きな広場は人でいっ

ぱいになりました。お待ちかねのハード・ロックの演奏に観客は大盛り上がり。 

皆、音楽が大好きなのですね。 

   

 

５３回目の誕生日をシンシア先生は、国境で迎えました。 

「こんなに消せるかしら、手伝ってね。」と大きなケーキのろうそくを前に、シンシア先生

はたくさんの仲間に囲まれてはにかみます。 

メータオ・クリニックもまた、始めは６ヶ月のつもりが２３年以上の歳月を重ねています。 

 

いつの日か皆が安心して自分の家族と過ごし、保健医療、教育を受けられるその日が来る

まで、シンシア先生のお誕生日会は続きます。いつの日か、シンシア先生のお誕生日が、ミ

ャンマー（ビルマ）の保健医療記念日になる事を願っています。 

 

 

 

 

国内から 

ホームページ更改にあたってホームページ更改にあたってホームページ更改にあたってホームページ更改にあたって        

 

【福岡＝千々岩 友梨】 
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（写真：リニューアルした JAM ホームページ） 

 

 

 

いつもメータオ・クリニック支援の会にご支援を頂きまして本当にありがとうございます。

広報、特にホームページでの情報アップデートなどを担当しています、福岡在住の千々岩と

申します。 

 

先月、メータオ・クリニックのシンシア医師が来日され、講演会を行いました。メータオ・

クリニック支援の会にとって、これまでの活動の中で最大イベント。沢山のお力をお借りし、

メータオ・クリニックの現状を多くの皆様に訴えることができました。 

そしてこのイベントに際し、ホームページの刷新のアイディアがあがり、テトルクリエイ

ティブ様のご尽力のおかげで、新しいホームページを 11月より公開しております。私は、現

地スタッフ前川・田畑とともに、HPの文章作成や、コーディング作業などのお手伝いをさせ

て頂きました。 

 

テトルクリエイティブのチェンマイ在住スタッフの方が、メーソート在住の現地スタッフ

や、日本にいる私との、ネット上での情報共有の基盤を作ってくださいました。具体的には、

タスクや TODO リストを作成し、それを Google ドキュメント上にて皆で共有。その他にも、

HP に載せる文章も Google ドキュメント上で議論し加筆修正を行っていきました。リアルタ

イムに話し合ったほうがよいことは、スカイプの Web 通話やチャットを利用して作業を進め

ていきました。国も違う離れた場所で作業を行っていることを感じることなく、作業をスム

ーズに進めていくことができました。 

作業場が離れていても、ネット環境を利用して、これまで不可能だったことを可能にでき

る。この HP更改作業を通じて改めて、私たちのような皆で顔を合わせる時間が持てない、け

れどもどうにか自分のできる範囲での力を貸したい、というフレキシブルな活動をすすめる

にあたって、これまでになかった作業手段によって、更なる可能性を実感しました。それだ

けでなく、HPをご覧頂く方の視点に立って、必要で正確な情報を、伝わりやすい形で提供す

る。今回 HP更改作業をお手伝いして、この重要さも再認識しました。テトルクリエイティブ

様の力とアイディアと力を基に、この HPでは私たちスタッフが自分たちの言葉を用いて現状

を訴えています。 
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お時間がよろしい時にぜひ改めて新しくなったホームページをご覧頂お時間がよろしい時にぜひ改めて新しくなったホームページをご覧頂お時間がよろしい時にぜひ改めて新しくなったホームページをご覧頂お時間がよろしい時にぜひ改めて新しくなったホームページをご覧頂

けたらと思います。けたらと思います。けたらと思います。けたらと思います。    

    ☆ホームページアドレス☆ホームページアドレス☆ホームページアドレス☆ホームページアドレス    : http://japanmaetao.org/: http://japanmaetao.org/: http://japanmaetao.org/: http://japanmaetao.org/    

 

そして最後になりましたが、メータオ・クリニック支援の会を通じて、微力ながら社会貢

献をできているだけでなく、多くの方とつながり、私自身が学び成長の場を与えて頂いてい

ることを、心から感謝しています。 

 

 

 

国際保健医療協力のなかで （１８） 

 

【東京＝小林潤】 

 

 

国際保健の政策研究をしている。 

設定された政策がいかに末端のオペレーションに結び付くかという要因を分析している。 

この研究のなかで強力な要因が“チャンピオン”といわれているものであることがわかっ

てきた。これはマネージャーのように、スタッフの特性を考えて適切な役割分担をしてチー

ムを束ねていくいわゆる現場監督のスキルをもつものでもない。ではリーダーといわれる、

チーム員のベクトルを一つの方向性に向かせるために方向性を設定して、常に合意形成に気

を配っていく人とも限らない存在である。それは存在そのものが物事を動かしてしまう人で

はないかと考えている。 

 

シンシア医師は、現在そういう人であるかもしれない。 

メータオクリニックを創設したときはいいリーダーであったであろう。また運営を軌道に

のせたときは、いいマネージャーであったのだろう。そのなかで形成された現在の人物像は

それらを超えた存在であるチャンピオンなのだと思う。１１月の来日は、日本各地を訪問し

皆さんの支援のおかげで成功裏に終わった。初めてシンシア医師と直接話したかたも多かっ

たのではないだろうか。非常に親しみやすいのかたという話も耳に入ってきながら、少しの

触れ合いの時間で、多くのかたがひきつけられたのではないだろうか。“チャンピオン”が来

ていたんだと思っている。 

 

編集後記 

  

今年は、暖かいのかなぁと思っていたら、１２月に入り、やっぱり寒く

なりました。街はイルミネーションでとてもきれいです。（写真は横浜みな

とみらいにて） 

今年も JAMを応援していただき、誠にありがとうございました。今年も、

毎年恒例の卓上カレンダーを１２月２６日以降に順次、会員の皆様にお届

けさせていただきます。 

今年は、実用度を重視してみましたのでお手元に届きましたら、ぜひ、

使っていただけると幸いです。来年も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

年末年始の帰省に備えて切符を買いました。来年は、私の母校の小学校が統廃合でなくなって
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しまうんだそうです。（私の母も、私の祖母も通った伝統があった学校なのに・・・さみしい） 

なので、今度のお正月は、小学校の同窓会に参加することにしました。地方の小さい町なので

進路の選択も少ないので高校まで同じ人も多いのですが、小学校卒業以来、一度も会っていない

人もいるので約２０年ぶりに会う人も多そうです。高校卒業後、進学で地元を離れた私は、あま

り地元に寄り付かなかったので誰が誰かわかるかなぁと、ちょっと心配もありつつ、１学年５０

人くらいの学校だったので何人くらい来るのかなぁと、わくわくしています。 

 

 

 

次号の予定 

 

次号の JAMの会報は、１月中～下旬ごろ発行の予定です。 

ホームページは、随時更新していきますので ぜひ、お時間があるときにご覧ください。 

リニューアルしましたが URLは変わっておりません。 

Facebookにもぜひ「いいね！」をよろしくお願いします。 

 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

メータオ・クリニック支援の会メータオ・クリニック支援の会メータオ・クリニック支援の会メータオ・クリニック支援の会        Japan Association for Mae Tao Clinic（（（（JAM）））） 

 
日本事務局宛て日本事務局宛て日本事務局宛て日本事務局宛て E メールメールメールメール： support@japanmaetao.org 

 

ホームページアドレスホームページアドレスホームページアドレスホームページアドレス     ： www.japanmaetao.org 

 

フェイスブックフェイスブックフェイスブックフェイスブック                 ：Japan Association for Mae Tao Clinic (JAM) で検索して下さい。 

 

※掲載されている全ての内容、文章の無断転載を禁止します。 
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